
フロン排出抑制法による 

ユーザー・関連業界の動向 
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1. はじめに 

～フロン排出抑制法のおさらい～ 

ユーザーに新たに求められたこと 

P1 

＜管理の義務＞ 

＜報告の義務＞ 

● 一定以上の漏えいがあった場合は、年度 
  ごとに国に報告 

● 点検履歴の記録・保存 
● 漏えい修理しないままの充填の原則禁止 

● 機器の点検 

● 適切な場所への設置 



1. はじめに 

充填回収業者に新たに求められたこと 

P2 

＜報告の義務＞ 
● 現行の回収量報告に加え、充填量を記録・ 
  保存し、年度ごと都道府県に報告 

● 充填証明書・回収証明書の交付 

＜管理の義務＞ 

● 充填、点検には十分な知見のある者が 
  自ら行い又は立ち会う 

充填に関する取組が明確にされた 

～フロン排出抑制法のおさらい～ 
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2. 必要な資格の取得状況  P3  

十分に知見のある者 

環境省、経済産業省が認めた 
「必要となる知識等の習得を伴う講習を受講した者」 

冷媒フロン類取扱技術者 

このほか 
環境省、経済産業省により適正性が確認された講習 

デンソーの研修、日本冷蔵倉庫業界の講習、群馬県･ 
静岡県フロン回収事業協会による講習などもある 

冷媒充填あるいは点検をする際 
新たに必要になった資格 



 P4  

第一種冷媒フロン類取扱技術者 合格者 
4 

3 

2 

1 

0 

月別合格者 

累計合格者 
(右目盛り) 

12年 14年 16年 

4 

3 

2 

1 

0 

(万人) 

(千人) 

2011年 13年 15年 

法施行 

24,358 

2. 必要な資格の取得状況 
H29/8末 現在 

17年 
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第二種冷媒フロン類取扱技術者 合格者 
4 

3 

2 

1 

0 

月別合格者 
累計合格者 
(右目盛り) 

4 

3 

2 

1 

0 

(万人) (千人) 

法施行 37,851 

2. 必要な資格の取得状況 
H29/8末 現在 

12年 14年 16年 2011年 13年 15年 17年 



 P6  2. 必要な資格の取得状況 

冷媒フロン類取扱技術者資格には有効期限があり、 
有効期限前に更新講習を受けなければいけません。 

有効期限は ５年 (早い方で 2019年6月) 

更新講習対象者には、順次ご案内されますが、 
連絡先が変わった方は、早めにお知らせください。 
 
連絡先は 

(一社)日本冷凍空調設備工業連合会＝(日設連) 
(一財)日本冷媒・環境保全機構＝(JRECO) 
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3. ユーザーの管理の実態 

平成28年度 
フロン排出抑制法が施行されて２年目、空調機器 

を所有する「ユーザーの取組実態」をアンケート、 

ヒアリング調査した 

（東京都環境局からの委託で東冷協が実施） 

P7  

調査対象：１．オフィスビル、学校、スーパー 

       などの中大規模事業者 

     ２．商店街などの小規模事業者 



3. ユーザーの管理の実態 P8  

＜機   器＞  

 ターボ冷凍機、チリングユニット 

 店舗用エアコン、ビル用マルチエアコン 

 冷凍冷蔵ショーケース、コンデンシングユニット 

 など 3,102 台 

＜調査数＞ 東京都内 174 事業所 

１．中大規模事業者 



～ 点検実施の有無 ～ 

P9  

実施済み 

実施時期が来ていない 

3ヶ月ごとに実施 

未実施 

簡易点検 件数 

133 

34 

97 

14 

46 

3. ユーザーの管理の実態 

定期点検 

未実施 



P10  

28年度の状況 
異常を発見 

簡易点検 定期点検 

0.8 ％ 

9.3 ％ 

1.1 ％ 

～ 点検結果 ～ 

3. ユーザーの管理の実態 

27年度1年間 
の漏えい状況 

1 

漏えいの原因 

経年劣化(疲労･腐食･へたり) 

熱膨張･収縮 

きず･こすれ 

振動 

その他 

締付け不足 

0 

0 
1 

2 

10 

(漏えい発生率) 



低GWP･ノンフロン冷媒機器の検討 
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独自の点検記録簿を作成 

異常時に迅速対応できる体制構築 

ユーザーが工夫していること 

42 

件数 

92 

122 

19 

76 

法改正にともなう取組（ユーザー） 

3. ユーザーの管理の実態 

年間の点検計画を立てている 

点検体制を構築している 

点検スペースを確保 

フロン法の勉強会を実施 

法定以上の頻度で点検実施 

情報処理センターを活用 

その他 

2 
0 

50 

72 

35 



 P12  

ユーザーへのアクション 

36 

件数 

93 

105 

28 

4 

51 

法改正にともなう取組 

その他 

32 

（充塡回収業者） 

3. ユーザーの管理の実態 

48 

33 

39 

異常時に迅速な対応を実施 

点検記録簿の見本を提示、配布 

ユーザー説明用書類を作成し説明 

経年機器の更新を提案 

管理者業務の代行を提案 

ユーザーに対し勉強会を実施 

点検に係る経費等の見積を実施 

フロンの環境影響の説明を実施 

点検の年間スケジュールを提案 



3. ユーザーの管理の実態 P13  

＜機   器＞  

 チリングユニット 

 店舗用エアコン、ビル用マルチエアコン 

 冷凍冷蔵ショーケース、コンデンシングユニット 

 など 297 台 

＜調査数＞ 東京都内 167 事業所 

２．小規模事業者 
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いいえ 

はい 

設置機器が第一種特定製品であると知っている 
件数 

3. ユーザーの管理の実態 

157 

～ 法に対する認識（小規模ユーザー） ～ 

いいえ 

はい 

適切な設置、使用環境維持の義務を知っている 

いいえ 

はい 

機器の定期的な点検が義務であると知っている 

いいえ 

はい 

ﾌﾛﾝ漏えい時の対応が義務であると知っている 

いいえ 

はい 

機器整備の記録･保存が義務であると知っている 

10 

157 

10 

157 

10 

156 

11 

136 

31 



～ 点検実施の有無（小規模ユーザー） ～ 

P15 

実施済み 

実施時期が来ていない 

3ヶ月ごとに実施 

未実施 

簡易点検 件数 

12 

144 

2 

0 

143 

3. ユーザーの管理の実態 

定期点検 

未実施 
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6 

08年 11年 13年 

40 

(％) 

(

千
ト
ン) 

2007年 10年 12年 15年 14年 09年 

20 廃棄時回収量 

30 

2015年度 
回収率38％ 

整備時回収量 

廃棄時回収率 
（右目盛り） 

4 

2 

0 

4. フロン類の充填量・回収量 

～ フロン類回収量推移 ～ 



 P17  4. フロン類の充填量・回収量 

～ 第一種フロン類充填回収業者によるフロン類回収量 ～ 

合計回収量 
4,841トン 

CFC：165トン 

HFC：3,169トン 

HCFC：1,507トン 

CFC：141トン 

廃棄時 
3,499トン 

整備時 
1,342トン 

HCFC：2,623トン 

HFC：735トン CFC：24トン 

HCFC 
：546トン 

HFC 
：772トン 

(平成27年度) 



 P18  4. フロン類の充填量・回収量 

～第一種フロン類充填回収業者により回収したフロン類の処置 ～ 

CFC HCFC HFC 

※ 白抜きは破壊処理 
  塗りつぶしは再利用 

※ 図中数字の単位はトン 

7 16 
97 

45 

948 

整備 廃棄 整備 廃棄 整備 廃棄 

556 

206 

501 

231 

310 

230 

1,671 

合計 

廃棄処理 
3,143トン (65％) 

再利用 
1,674トン (35％) 



 P19  4. フロン類の充填量・回収量 

CFC：12トン 

設置時 
1,966トン 

設置時以外 
3,199トン 

HCFC：176トン 

HFC：1,778トン 

CFC：34トン 

HCFC：1,755トン 
HFC：1,409トン 

合計充填量 
5,165トン 

CFC：46トン 

HFC：1,932トン 

HCFC：3,187トン 

～ 第一種フロン類充填回収業者によるフロン類充填量 ～ 
(平成27年度) 
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 P20  5. フロン類の再生量・破壊量 

～ 再生量・破壊量の全体フロー（平成27年度） ～ 

第二種特定製品 

第一種フロン類再生業者 

第一種特定製品 

フロン類破壊業者 

年度末 
保管量 

年度当初 
保管量 

年度末 
保管量 

年度当初 
保管量 

再生量 破壊量 

※ 図中数字の単位はトン 

965 

1,042 

720 5,177 

20 

4,819 
(231) 

(194) 

(96) 

(50) 4,135 



 P21  5. フロン類の再生量・破壊量 

～ 再生量・破壊量の全体フロー（平成28年度） ～ 

第二種特定製品 

第一種フロン類再生業者 

第一種特定製品 

フロン類破壊業者 

年度末 
保管量 

年度当初 
保管量 

年度末 
保管量 

年度当初 
保管量 

再生量 破壊量 

1,248 

1,352 

689 5,434 

35 

4,784 
215 

228 

138 

96 4,082 

※ 図中数字の単位はトン 
  赤数字は前年度から減少 
  したもの 

※ P22 ※ P22 
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 P22  

～ 第一種フロン類再生業者が再生したフロン類 ～ 

CFC HCFC HFC 

※ 図中数字の単位はトン 

30 35 

H27 

197 

868 

733 

5. フロン類の再生量・破壊量 

H28 H27 H28 H27 H28 

R22 

R123 

R410A 

R407C 

R11 
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～ フロン類破壊業者が破壊したフロン類 ～ 

※ 図中数字の単位はトン 

5. フロン類の再生量・破壊量 

2,268 

CFC HCFC HFC 

150 190 

H27 

2,161 

H28 H27 H28 H27 H28 

R22 

R410A 

R407C 

R11 

2,464 
2,363 

R134a 
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6. 初年度の算定漏えい量報告  P24  

～ 制度の概要 ～ 

充
塡
回
収
業
者 

冷
媒
充
塡
回
収 

証
明
書
の
交
付 

管
理
者 

 1,000ｔ-  
 CO2以上 
の漏えいが 
ある場合 

1,000t- 
CO2未
満の場合 

毎
年
度 

報
告 

情報処理センター 

報告項目 
 

・事業者の名称 
・所在地 
・フロン類算定 
 漏えい量(CO２ 

 換算、全国集計 
 及び都道府県別 
 集計）等 

事
業
所
管
大
臣 

特定漏えい者：漏えい量報告対象 

漏えい量報告対象外 

都
道
府
県
知
事 

都
道
府
県
別
の 

集
計
結
果
を
通
知 

環
境
・
経
済
産
業
大
臣 

通
知 

全
事
業
所
分
の 

漏
え
い
量
を
算
定 

公表 
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～ 平成27年度算定漏えい量の報告状況 ～ 

報告者数：特定漏えい者＝448事業者 (236万t-CO2) 
      うち1つの事業所で1,000t-CO2超える特定事業所は 260 

フロン類の種類（件数比率） 

448 
事業者 

R22：432件 
(96.4%) 

R404A：337件 
(75.2%) 

R410A：322 
(71.9%) 

R134a：179件 
(40.0%) 

R407C：216件 
(48.2%) 

その他：315件 
(70.3%) 

※ (％)は特定漏えい者全体 
  に対する比率を表わす 

6. 初年度の算定漏えい量報告 
(平成29年3月31日公表) 
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フロン類種別内訳 

算定漏えい量 
236万t-CO2  

R22 
(59.9%) 

各種商品小売業 
(37.1%) 

業種別内訳 

算定漏えい量 
236万t-CO2  

R410A 
(5.4%) 

R11(3.1%) 

R404A 
(23.3%) 

R134a(2.4%) 

R12(2.2%) 

R407C(1.6%) 

その他 
（2.0%) 

輸送用機械器具 
製造業(1.1%) 

鉄道業(1.1%) 

その他 
(14.1%) 

道路貨物運送業 
(1.2%) 

飲食料品小売業 
(21.3%) 

鉄鋼業(1.7%) 

化学工業 
(7.1%) 

倉庫業(1.9%) 

漁業(2.3%) 

食料品製造業 
(11.2%) 

6. 初年度の算定漏えい量報告 
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都道府県別内訳 

算定漏えい量 
236万t-CO2  

その他 
(39.2%) 

東京都(9.0%) 

兵庫県(7.3%) 

神奈川県(7.0%) 

千葉県(6.5%) 

大阪府(5.9%) 

茨城県(4.8%) 

北海道(4.8%) 

埼玉県(4.8%) 

静岡県(4.9%) 

愛知県(5.7%) 

6. 初年度の算定漏えい量報告 
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～ 関連情報の開示（特定漏えい者からの申告） ～ 

6. 初年度の算定漏えい量報告 
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～ 関連情報の開示（特定漏えい者からの申告） ～ 

6. 初年度の算定漏えい量報告 



ご清聴 ありがとうございました 


